水島地区意見交換概要

　日時　平成24年8月2日　19：30～

　場所　水島公民館

　出席　43人

問　美術館建設については、設備に多額の費用がかかるものは反対だが、説明を受けたアートハウスなら良いのではないか。展示物については、愛好家の作品や小、中、高校生の作品を展示すればよい。
答　小矢部市にはセンター機能を持つ美術施設がないので、創作意欲を高める場になればと思う。展示物についても意見を参考にしたい。

問　民間に勤めていている人の3分の1が年収200万円以下というデーターを見たことがある。こういう状態だと結婚し子供を産み育てることはできない。企業を誘致し、正規で働く人が増えれば、結婚や住宅の取得にもつながると思う。
答　企業誘致もそうだが、子育て支援にも取り組んでいる。できれば県内1のレベルを目指したい。

問　小矢部東ＩＣ周辺の活性化についてはどういう状況か。

答　小矢部東ＩＣ周辺を含め、市内のいくつかの適地で企業誘致に取り組んでいる。ただ、一朝一夕にいくものではないことを理解いただきたい。
問　がん検診への助成についてどう考えているか。
答　がん検診への助成については、小矢部市は県内でトップクラスだと思う。色々な機会に受診を呼びかけたい。

問　 市道508号線を拡幅してほしい。

答　現地を確認したが、交通量、周辺の道路状況から早急な整備は難しいと考える。
問　能越自動車側道橋（横江宮川の下流側の橋）の塗装をしてほしい。

答　市内の各橋梁について長寿命化調査を予定しており、その中で、詳細な調査を行う。

問　能越自動車道の法面の除草をしてほしい。

答　富山県道路公社が管理しており、現状、年1回の除草をしている。地元から要望箇所を特定してもらえれば公社に連絡する。

問　除雪により道路施設が多く破損しているので対策をしてほしい。

答　シーズンはじめの説明会で業者に注意喚起する。ただ、早朝の暗い、条件の悪い中での作業であることも理解してほしい。施設が損傷すれば市のほうで補修する。
問　小矢部砺波ＪＣにスマートＩＣ施設を設置してほしい。

答　小矢部東インターとの距離が近いので難しい。
問　砺波安養寺線の歩道整備及びフレッシュアップしてほしい。

答　一般県道安養寺砺波線の整備については、県に対して要望していく。
問　県道本町高木出線の道路改良についての状況は。

答　現在、県に要望中。

問　少子高齢化に伴う空き家・不在宅への対策を検討してほしい。

答　全国的に問題になっており、大変難しい課題だと認識している。あくまでも個人資産のため、所有者又は相続人が対策を講じるのが原則である。国で制度づくりが必要だと思うので市長会等を通じて申し入れしていく。

問　水島保育所の屋根を改修してほしい。

答　小矢部市には11カ所の公立保育所があるが、ほとんどの保育所が老朽化しており改修を順次進めている。水島保育所についても、総合計画に照らし合わせて対応していく。

問　50周年記念式典に出席し、子どもたちが出演する演出もあり感動した。
答　記念式典には、これからの小矢部市を担っていく子どもたちに参加してもらった。子どもたちが大人になったとき、思い出してくれると思う。

問　最近、子どものいじめが問題になっているのでしっかりと取り組んでほしい。
答　小矢部市では、要保護児童対策協議会の中で、民生委員、保護者、学識経験者、警察の方に様々な方面からの議論をいただいている。また、育児の段階から子育てをサポートしていくことでいじめも少なくなっていくと思う。連携を取りしっかり取り組む。
問　スクールバスのバス停の修理費は、地元負担が3分の1、残りは市負担ということだが、全額市負担でできないのか。

答　バス停については、補助金制度で地元が3分の1負担となっている。全市的なことなので検討したい。

問　少子化問題について、いわゆる構造改革が行われるたびに小矢部市の人口が減っているのではないか。もう少し積極的に国等へ政策の意思表明をしてほしい。ＴＰＰの規制もあってしかるべきと思う。
答　ＴＰＰの問題に絞って言えば小矢部市議会で反対決議をしており重く受け止めている。

問　クロスランドタワーの利用が少ないのではないか。広報おやべにタワーの無料券や割引券をつけて、利用を促してはどうか。
答　タワーについては、年々お客さんが増えている。もっと増えるようにとの声もあるので意見を参考にしたい。

問　砺中地区には光通信が来ていない。若者への住環境として整備が必要と考える。
答　状況は認識しているので検討したい。

問　電気自動車の普及に合わせて、市内に充電施設を設置してＰＲしてはどうか。

答　電気自動車の充電施設については、道の駅に整備した。今後、計画的に進めたい。
問　アートハウス的美術館について、全額寄付金で建設する予定なのか。

答　報告書では建設費は上限2億5千万円、維持管理費は年間1千万円を越えないようにとのこと。建設費が抑えられれば全額寄付でまかなえるかもしれない。施設の性格上、基本的に入場料はとらないので維持管理費については、行政サービスとしての支出になる。
問　市展には何人くらいの人が来ているのか。
答　今、数字は持ち合わせていないが、年々増えてきていることは間違いない。

問　タワーの利用を増やすのに、田んぼアートを取り入れてはどうか。実際に植えなくてもバケツを置くなどして描く方法もある。
答　田んぼアートについては、まちづくり研究会でも研究している。田んぼの所有者の理解が前提だが、マンパワーの問題などをクリアできれば、クロスランド全体をアートの拠点にという考え方の体現につながると思う。
問　何回か市のホームページから市長宛てにメールをしたが一方通行なので、登録するなどにより返事をもらうことはできないか。
答　「市長への手紙」という形で返事が必要な場合にも対応している。
